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Discussion Purpose Only

本日の内容

• １． ６次産業化とは

• ２． 農林漁業成長化ファンド

• ３． 岩手銀行の取組み
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１．６次産業化とは？
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（１） ６次産業化とは？

◇ ６次産業化

農業や水産業等の１次産業者が、原材料の供給だけでなく、
自らが連携して食品加工（第2次産業）や流通販売（第３次産業）

に取組み、経営の多角化をすすめることで、農山漁村における
雇用の確保や所得の向上をめざすこと。

「１（次産業）×２（次産業）×３（次産業）＝６（次産業）」

農林水産物の 加工 流通・販売
生産
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第１次産業者の収入は、天候や生産調整による影響を受けや
すく、収入が安定しません。そのため、自らが加工から販売まで
行うことで、中間コストの削減が図られ、収入が安定するメリット
があります。 そのほか、「作物の地域ブランド化」や「地域の雇
用拡大」に繋がることが期待されます。

◇ デメリット

●法人化が必須→ ６次化の認定を受けるためには、法人である
ことが必要で、個人経営者は対象となりません。

●初期投資が必要→ファンドの出資額は資本金の５０％が上限で
残り５０％は、第１次産業者（農業者や漁業者）
が５０％以上を出資する必要があります。

（２） メリット・デメリット
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２．農林漁業成長化ファンド
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（１） 全国のサブファンド
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（２） 全国の投資先一覧
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３．岩手銀行の取組み
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（１） 既存の事業
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・昭和４９年より、大船渡市末崎町（国定公園碁石海岸内）にて海楽荘、碁石温泉を経営。
・個人でワカメ、ホタテ、アワビの養殖を行っており、震災により漁船および養殖施設がすべて流出。
・東日本大震災では、建物へ一部被害を受けたが、早期に復旧し、被災地に全国から応援のため

派遣された警察職員の宿泊先として利用され、その貢献により警察庁から感謝状を受けている。
・震災後には、被災を受けた地域住民に温泉を無料で開放するなど社会貢献に積極的。
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（２） 大船渡温泉への取組み
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・平成２６年７月、大船渡温泉開業。
・復興工事に係る工事業者や観光客の受入

を目的としてホテルを開業。
・宿泊６９室、２３０名が収容可能。
・天然温泉施設を併設し、日帰り入浴客の

受入れをしており、宿泊客、宴会客をあわ
せると年間１２万人以上が来場。
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（３） ㈱三陸リゾートへの６次産業化支援

◇ 本事業の概要

・㈱三陸リゾートでは、三陸産の海産物を主体とした産直・食堂の運営を
行うため、農水大臣より、６次産業化認定（総合化事業化計画）を受け、
６次化ファンドからの出資。 （岩手銀行初の出資）東北6次産業化ファンド３件目。
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ご清聴ありがとうございました

岩手銀行 法人戦略部
ソリューション営業担当

佐藤 恒一（０１９－６２４－７０１１）

本資料は、本日の勉強会参加者様のために御用意させて頂いたものです。本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本
資料の内容に関する正確性、妥当性、適法性当につきましては、勉強会参加者様にてご確認くださいますようお願い申し上げま
す。本資料の作成に際し、弊行は十分な注意を払っておりますが、本資料の一部又は全部についての複製は、弊行が事前に
了解した場合を除き、手段に関わらず全て禁止しております。


